
本稿は福井県�江市に現存する旧鯖江藩関係の漢詩勉強会の「漢詩集」を研
究し，鯖江藩における漢詩学習の状況を明らかにすることを目的とする．

１．藩校における詩文の学習

１７８８年（天明８年）京都より，藩儒臣として鯖江藩に招かれた芥川元澄（思堂）は家塾を開き，
あきざね

藩士並びにその子弟の教育に当たった．文化１１年（１８１４年）５月１日，六代藩主詮充（１８１２年・

文化９年～１８１４年・文化１１年，藩主在職２年４ヶ月）は中小路に稽古所を創立し，思堂の子玉潭

（轍）を師範とした．稽古所では，孝経・小学・近思録・四書・五経・左国史・漢などの書籍を，

朝五ツ時（午前八時）から昼九ツ時（正午）まで教えた．午後は日を定めて講釈や数人が輪番で

次々講義をする輪講，詩文会が行われた．
あきかつ

七代藩主詮勝（１８１４年・文化１１年～１８８４年・明治１７年，藩主在職４８年２ヶ月）は天保１３年（１８４２

年）には稽古所を「進徳館」と改めた．詮勝は弘化３年（１８４６年）に進徳館規則・学規・職名及

び俸禄・祭儀など学制の詳細にわたって改定をし，藩校の発展を図った．

進徳館規則によれば，一月十二日が学校開きで，始業は十七日，終業は十二月十六日で，あと

は休業とし，春秋二回儒学の祖孔子を祀る丁祭を行った．授業は，午前中は素読・復読・教示が

行われた．午後は三・八の日は歴史，五・十の日は復読，七の日は講釈，四・九の日は輪読，二

の日は詩文会が実施された．五日に一日休日があったが，ほかに五節句・盆・祭礼・藩主に総出

仕した日も休みとなった．１）

２．研究資料について

あきざね

鯖江藩第８代藩主間部詮実（１８３０年・文政１０年～１８６３年・文久３年，藩主在職１年）は，古今

のいろいろな文献や資料を写し取り，また自分の見聞したことを筆まめに記録している．それら

は『待月亭間筆』『待月亭漫筆』『待月亭雑誌』『汲古窟信筆』と題されるもので，８１巻からなっ

ている．（これは「安房守文庫」２）と総称される．）これらの中には個人の作品を筆写した「個人

の漢詩集」があるが，他に藩士の漢詩勉強会の作品を記録した「合同の作品集」とも言うべき「合

同漢詩集」が見られる．

本稿では「安房守文庫」に収められている「合同漢詩集」五点と個人及び大学図書館が所蔵す

る二点の合計七点を研究の対象として取り上げる．
あきかつ

なお，詩集には七代藩主詮勝の雅号「松堂」が見える．従って，１８１４年・文化１１年から１８６２年

・文久２年までの４８年間の状況が研究対象であるということになる．

研究する詩集は以下の七種の詩集である．

（一）『鯖江詩稿之写』（『待月亭間筆』第二十巻所収）
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（二）『吟草』（『待月亭漫筆』第二十三巻所収）

（三）『詩稿』（『待月亭漫筆』第二十三巻所収）

（四）『進徳館詩集』（『汲古窟信筆』第九巻所収）

（五）『進徳社詩』（『汲古窟信筆』第十巻所収）

（六）『汲古窟詩集』（青柳宗和家蔵，写本）

（七）『進徳詩集』（福井大学図書館蔵，写本）

これらの漢詩集について先ず，書誌を記し，「漢詩集」の構成と，作詩状況とそこに見られる

学習状況の特徴などについて説明することにする．なお，参考として巻頭の一首を訓読する．

３．作品集の研究

３．１ 『鯖江詩稿之写』について

①書名，『鯖江詩稿之写』（『待月亭間筆』第二十巻所収）

②巻数，一巻．

③冊数，一冊．

④著者名，待月亭主人．

⑤編者名，待月亭主人．

⑥出版地，無し（出版せず）．

⑦出版者，無し（出版せず）．

⑧出版年月日，無し（出版せず）．

⑨丁・頁数，二丁・四頁．

⑩写真数，無し．

⑪体裁，和装袋綴 毛筆書写．

⑫大きさ，縦２６．５㎝×横１６．５㎝．

⑬帙の有無，無し．

⑭所蔵者，（植田命寧氏）�江市立資料館．
⑮作者履歴，省略．

⑯所蔵作品表，（後に挙げる）

⑰巻頭作品（後に掲げる）

⑯所蔵作品表

全部で８作品を収めている．全て七言四句である．掲載順に作品番号を付けた．雅号と作者

姓名を記し，作品番号を（ ）内に示す．

鳴鶴 青柳塘（１，５）．雨山 山口鉄蔵（２，７）．楽斎 土谷得所（３）．

学橋 大郷巻蔵（４）．東涯 曽我三郎左衛門（６）．雪斎 小倉亀蔵（８）．

また，詩題と作品番号も挙げる．

宿題：午睡到暮（１，２）．新蛍（３）．席題：夏日雑興（４，５，６，７，８）．

宿題とは，前回の詩会に出された宿題であり，席題とは当日に出された詩題であろう．

この八首の次の頁に「闘句」がある．これは，句の優劣を競うものである．

⑰巻頭作品

午睡到暮 午睡して暮に到る
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休咲午眠到日傾 咲（わら）ふ休（なか）れ午眠して日傾くに到り，

便々�腹占閑情 便々として�腹して閑を占むるの情を．
崋山処士成何事 崋山の処士何事をか成し，

青史永留千載名 青史に 永く留めん 千載の名を．

韻字，情・名（平声庚韻）．

「闘句」について

句の優劣を競うかなり高度な遊びと言えよう．

＊誌面の都合で注記の欄に回す３）．

【作詩状況と学習の特徴】

〇詩の勉強会に参加した人の中の何人か，或いは全員に宿題が出される．次に出席した時には，

そこでまた新しく出された題で創作をする，ということが行われていたこと，また，「闘句」も

行われていたことが知られた．

３．２ 『吟草』について

①書名，『吟草』（『待月亭慢筆』第二十三巻所収）

②巻数，一巻．

③冊数，一冊．

④著者名，待月亭主人．

⑤編者名，待月亭主人．

⑥出版地，無し（出版せず）．

⑦出版者，無し（出版せず）．

⑧出版年月日，無し（出版せず）．

⑨丁・頁数，八丁，十二頁．

⑩写真数，無し．

⑪体裁，和装袋綴．毛筆書写．

⑫大きさ，縦２６．５㎝×１７．５㎝．

⑬帙の有無，無し．

⑭所蔵者，（植田命寧氏）�江市立資料館．
⑮作者履歴，（省略）

⑯所蔵作品表，（後に掲げる）

⑰巻頭作品（または代表作品） （後に掲げる）

⑯所蔵作品表，

全部で４２作品を収めている．『吟草』は，中国人（唐代の詩人）の作品に倣って，その韻字

を用い作品を作っている．勉強会の作品の記録であるから，「吟草」（吟詠作品の草稿）とし

たのであろう．

唐人の作品四首と邦人の作品三十八首があるが，唐人と日本人の区別をせずに，掲載順に通

し番号を付けた．

＊唐人の作品名と作者名．次にそれに倣って作った参加した邦人の作者名と作品番号を（ ）

内に示す．なお，唐人の作品の番号は，１，１１，１５，１６，１７，２４である．

①「春懐」（五言八句＝律詩），杜牧之（１）．
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松堂（２），松斎（３，４），学橋（５），松澗（６），麟友（７），渓叟（８），雲箒（９），

沢井彦齢（１０）．

②「春日」（五言律詩），温庭�（１１）．
松堂（１２，１３），麟友（１４） ．

③「春日即事」（五言律詩）（三首）耿�（１５，１６，１７）．
松堂（１８，１９，２０），麟友（２１，２２，２３）．

④「春日」（七言四句＝絶句），宋�（２４）．
松堂（２５），松斎（２６）麟友（２７）．

⑤「春宴」用宋景文韻．（五言律詩）．

松堂（２８），松斎（２９），鶴汀（３０），学橋（３１），松澗（３２），麟友（３３）．

「春山夜月」題で，松堂（３４），鶴汀（３５），学橋（３６），麟友（３７）．

「暮春送花」題で，松堂（七律）（３８），（五律）（３９）．

「暮春贈花」題で，鶴汀（五律）（４０）．

「暮春後花」題で，鶴汀（七律）（４１）．

「暮春送花」題で，学橋（五律）（４２）．

頭注（の箇所）に寸評があり．左下に「芥舟之謾評」とある．

⑰巻頭作品

巻頭には杜牧之の「春懐」（作品番号は１）を掲げている．

杜牧之（八〇三～八五三）．姓は杜，名は牧，字は牧之，号は樊川（下屋敷が中国の長安市

の南の樊川にあったのでいう）．晩唐前期の代表的詩人，杜甫に対して「小杜」と呼ばれる．

樊川文集二〇巻，樊川詩集四巻などがある．

春懐 春の懐 杜牧之

年光何太急 年光 何ぞ太だ急なる，

倏忽又青春 倏忽として また青春なり．

名月誰為主 名月 誰をか主と為す，

江山暗換人 江山 暗に人を換ふ．

鶯花潜運老 鶯花 潜かに老を運び，

栄楽漸成塵 栄楽 漸く塵と成る．

遙憶朱門柳 遙かに憶ふ 朱門の柳，

別離応更頻 別離は 応に更に頻りなるべし．

この詩は，尾聯・七，八句の記述に依ると，杜牧が都を離れた地方で，都（長安）の城門で

は，任地への赴任などで，柳の枝を手折って別れを惜しむ人も多かろうと，自分のかつての都

生活を懐かしく思いながら作っている作品のようである．

この五言律詩の韻字「春，人，塵，頻」（平声真韻）を用いて詩作するのである．

用杜樊川春懐韻

杜樊川の春懐の韻を用ふ 松堂

満庭朝雨歇 満庭の 朝雨は歇み，

薺葉翠初春 薺の葉は 翠の初春たり．

那語金門士 那をか語る 金門の士，

徒籌闘�人 徒に籌す 闘�の人．
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感今詩費憶 今詩の憶を費やすを感じ，

追古硯留塵 古硯の塵を留むるを追ふ．

花柳従之色 花柳 之に従うの色，

老心借寇頻 老心 寇を借りること頻りなり．

【作詩状況と学習の特徴】

松堂（第八代藩主詮勝）は杜牧の「春懐」の「春，人，塵，頻」（平声真韻）の韻字を「次韻」

している．また，杜牧の詩の主旨に沿って詩作している．但し，杜牧と松堂では，立場が違うの

で，尾聯の内容は異なっている．

なお，頭注（の箇所）に「評」がある．芥川舟之の評である．舟之は，名は済，字は小軫，帰

山と号した．通称は捨蔵，後，舟之と改めている．鯖江藩校の教授．

松堂の作品に対する批評はこうである．

「誠唐人也．詩人常以頻字為韻脚，多落凡句．今用借寇頻三字老練自見．」

「誠に唐人也．詩人常に頻字を以て韻脚と為すも，多くは凡句に落つ．今，借寇頻の三字を用ふ．
あらは

老練自ずから見る」

以下に掲げる三十八首の作品も同じような形式で作られている．なお批評は三十八首の中の二

十五首に付けられている．

〇 ⑤の箇所の作品群などから，かなり微妙な表現も出来るようになっていることが窺われる．

作品の巧拙はあるが，『吟草』の作品は一定のレベルに達していたと言えるのではなかろうか．

３．３ 『詩稿』について

①書名，『詩稿』（『待月亭漫筆』第二十三巻所収）．

②巻数，一巻．

③冊数，一冊．

④著者名，待月亭主人．

⑤編者名，待月亭主人．

⑥出版地，無し（出版せず）．

⑦出版者，無し（出版せず）．

⑧出版年月日，無し（出版せず）．

⑨丁・頁数，八丁，十五頁．

⑩写真数，無し．

⑪体裁，和装袋綴．毛筆書写．

⑫大きさ，縦２６．５㎝×横１７．５㎝．

⑬帙の有無，無し．

⑭所蔵者，（植田命寧氏）�江市立図書館．
⑮作者履歴，（省略）

⑯所蔵作品表，（後に掲げる．）

⑰巻頭作品（または代表作品） （後に掲げる）

⑯所蔵作品表

全部で７６作品を収めている．詩会の作品であるから，詩稿（詩の原稿）としたのであろう．

＊詩題（課題）名と参加した邦人の作者名と作品番号を（ ）内に示す．
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①「春昼睡起」（七言絶句）．

帰山（１），五雲（２），青涯（３），敦斎（４），恭堂（５），雲渓（６）．

②「春寒」（七言絶句）．

帰山（７），古香（８），五雲（９），敦斎 （１０，１１），芝石（１２，１３），青涯（１４），

雲渓（１５）．

③「春水」（七言絶句）．

帰山（１６），五雲（１７），敦斎（１８）．

④「春風」

帰山・七言律詩（１９），敦斎・七言絶句（２０），芝石・五言律詩（２１），范村・五言律詩（２２）．

⑤「春月」

帰山・七言絶句（２３），恭堂・七言絶句（２４），敦斎・五言律詩（２５），古香・七言絶句（２６）．

⑥「春晴」

帰山・七言絶句（２７），敦斎・五言律詩（２８）．

⑦「紙鳶」

敦斎・七言絶句（２９）．

⑧「春遊晩帰」（七言律詩）．

敦斎（３０），恭堂（３１）．

⑨「花下小飲」

五雲・七言絶句（３２），恭堂・五言律詩（３３），敦斎・五言律詩（３４），范村・五言律詩（３５），

古香・七言絶句（３６）．

⑩「春夜歩月」

敦斎・五言律詩（３７），芝石・七言絶句（３８），范村・五言律詩（３９），雲渓・七言絶句（４０）．

⑪「春日悟桐集」

恭堂・五言律詩（４１）．

⑫「桜花」

敦斎・七言絶句（４２），范村・七言絶句（４３）．

⑬「春雨」

帰山・七言律詩（４４）．

�「暮春即事」
恭堂・七言絶句（４５）．

附録

①「春日雑興」（七言絶句）．古香（４６）．

②「春日遊向陽渓」（七言律詩）．敦斎（４７），恭堂（４８）．

③「春暁」（七言絶句）．范村（４９）．

④「新春積雪」（七言絶句）．青涯（５０）．

⑤「春夜」（五言律詩）．敦斎（５１）．

⑥「春日郊行」（五言律詩）．敦斎（５２）．

⑦「机上瓶梅」（七言絶句）．敦斎（５３）．

⑧「三月尽」（七言絶句）．敦斎（５４）．

⑨「郊行即興」（七言絶句）．敦斎（５５）．
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⑩「遊玩月峯」（七言律詩）．敦斎（５６）．

⑪「初夏」（五言律詩）．敦斎（５７）．

⑫「新緑」（七言絶句）．帰山（５８）．

⑬「初夏郊行」（七言律詩）恭堂（５９）．

⑭「机上聞子規」（七言絶句）．敦斎（６０）．

⑮「賦得四月清和雨乍晴」帰山・五律（６１），古香・七絶（６２），五雲・七絶（６３），

青涯・七絶（６４），敦斎・五律（６５），范村・五律（６６），恭堂・七絶（６７）．

⑯「初夏江村」（五言律詩）．帰山（６８），古香（６９），五雲・七絶（７０），芝石・七絶（７１），

敦斎・五律（７２），范村・五律（７３），雲渓・七絶（７４）．

⑰「夏日閑居」（五言律詩）．恭堂（７５）．

⑱「初夏雨中」（七言絶句）．范村（７６）．

⑰巻頭作品

春昼睡起 春の昼に睡より起く 帰山

清昼睡闌夢已迷 清き昼 睡り闌にして夢に已に迷い，

覚来未到夕陽低 覚め来たりて 未だ到らず夕陽の低きには．

渉園欲検春光好 園を渉き 検せんと欲す 春光の好きを，

吟杖却妨嬌鳥啼 吟杖 却て妨ぐ嬌鳥の啼くを．

韻字，低・啼（平声斉韻）．

末句の吟杖は，吟じつつ杖をついて歩くこと．それが可愛らしい声で鳴く鳥を鳴きやませて

しまうということである．

【作詩状況と学習の特徴】

『吟草』の様に，唐人の作品に倣ったものではない．詩題に従って芥川先生の指導の下，創作

したものである．以下に掲げる七十五首の作品も，これと同じ形式で，作られている．

また，この作品に対する批評はないが，以下の七十五首の中の五十二首の頭注（の箇所）に短

評があり，最後の七十六番目の作品の箇所に「待月亭主人評」とある．

また，巻尾に五行の批評がある．それは，このようにかかれている．

「統読数遍 篇々金�玉砕 加以記公及秀綱評一臨 光彩的々射人 僕不復能贅一辞 旦比諸

前日之稿 実使人刮目 蓋帰山先生育英之力所及 又足以卜他日之盛運矣 大郷播妄言 佐秀綱

汗顔妄評」

「統読すること数遍，篇々金�玉砕なり．加ふるに公及び秀綱の評を記すを以って一たび臨め
ば，光彩的々として人を射る．僕復たび一辞を贅する能はず．旦つ諸を前日の稿に比ぶれば，実

に人をして刮目せしむ．蓋し帰山先生の育英の力の及ぶ所，又以て他日の盛運を卜するに足る．

大郷播妄言す．佐秀綱汗顔盲評す．」

〇参加者は『吟草』とは全く異なる．参加者の年代，藩内の立場の違いもあるようである．作品

の批評，末尾の総評などを通じて，切磋琢磨の様子が窺われる．

３．４ 『進徳館詩集』について

①書名，『進徳館詩集』（『汲古窟信筆』第九巻所収）

②巻数，一巻．

③冊数，一冊．
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④著者名，待月亭主人．

⑤編者名，待月亭主人．

⑥出版地，無し（出版せず）．

⑦出版者，無し（出版せず）．

⑧出版年月日，無し（出版せず）．

⑨丁・頁数，二丁 四頁．

⑩写真数，無し．

⑪体裁，和装袋綴．毛筆書写．

⑫大きさ，縦２６．５㎝×横１６．５㎝．

⑬帙の有無，無し．

⑭所蔵者，（植田命寧氏）�江市立図書館．
⑮作者履歴，（省略）

⑯所蔵作品表，（後に掲げる）．

⑰巻頭作品（または代表作品）， （後に掲げる）．

⑯所蔵作品表

全部で９作品を収めている．公の六十の賀に際し寿詩を奉ったのである．

浩斎・五言律詩（１），包耀・七言律詩（２），尹之・五言律詩（３），致知・五言１２句＝古詩

（４），五雲・七言絶句（５），荀川・七言絶句（６），敦斎・七言絶句（７），芸窓・七言絶句

（８）．（続いて「姓名」として雅号と姓名を記している）．また，頁を改めて，詮実・五言律

詩（９），がある．

代表作品

詮実公の五言律詩を示す．

鶴齢不知算 鶴齢 算ふるを知らず，

先見届華年 先ず見る 華年に届くを．

瑞雪紗窓外 瑞雪 紗窓の外に，

祥雲綺席前 祥雲 綺席の前にあり．

群臣倶献寿 群臣 倶に寿を献じ，

南極近臨筵 南極 臨筵に近し．

遙望芙峯頂 遙かに望む 芙峯の頂，

拝歌天保篇 拝して天保の篇を歌はん．

恭奉賀

厳君大人華字覧揆 厳君大人 華字覧揆 □□（この□は印を押す箇所を示すのであろう）

詮実再拝 詮実 再拝す．

韻字，年・前・筵・篇（平声先韻）．

【作詩状況と学習の特徴】

公の六十の賀に漢詩を作って奉る，というのは作品を作れるだけのレベルに達していると言う

ことであり，努力が実ってきていると言うことである．

３．５ 『進徳社詩』について

①書名，『進徳社詩』（『汲古窟信筆』第十巻所収）
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②巻数，一巻．

③冊数，一冊

④著者名，待月亭主人．

⑤編者名，待月亭主人．

⑥出版地，無し（出版せず）．

⑦出版者，無し（出版せず）．

⑧出版年月日，無し（出版せず）．

⑨丁・頁数，二丁 二頁．

⑩写真数，無し．

⑪体裁，和本 袋綴．毛筆筆写．

⑫大きさ，縦２６．５㎝×１６．５㎝．

⑬帙の有無，無し．

⑭所蔵者，（植田命寧氏）�江市立図書館．
⑮作者履歴，省略．

⑯所蔵作品表，（後に掲げる）．

⑰巻頭作品（または代表作品） （後に掲げる）．

⑯所蔵作品表

全部で９作品を収めている．全て七言絶句である．公の東都へ赴かれるのを送り奉る詩であ

る．

なお，「進徳社詩」の前の頁に，同様の主旨の竹圃，芸窓が創作した七言絶句の詩が一首ず

つある．この二首は「進徳社詩」の見出しの後の七首とは字体が違う．また，後に記す「雅号

と姓名」の箇所の最初にこの二人の名前がある．これらのことから判断して，「進徳社詩」の

見出しの後に七首をまとめて書いたため，竹圃，芸窓の作品は別の作品群と見られそうである．

しかし，もとは九首でまとまった作品群であったと考えられる．そこで，作品番号は，１～７

に追加して，竹圃，芸窓の作品にも８，９の作品番号を与えておくこととする．

琴石（１），適斎（２），卿園（３），巻石（４），范村（５），松嶺（６），東涯（７）．

竹圃（８），芸窓（９）．

なお，７作品の後に，「雅号と本名」が記されている．

「竹圃 土屋仲宅，芸窓 加藤文進，琴石 五十嵐亮助，適斎 小倉喜太郎，�園 喜多山儀

兵衛，巻石 喜多山直吉，范村 内田侃治，松嶺 吉井清作，東崖 当我音九郎．」

⑰卷頭作品

奉送我公朝東都 我公の東都に朝するを送り奉る 琴石

銀槍金鉞玉花� 銀の槍 金の鉞 玉花の�，
整々行装去向東 整々として行装して 東に向かって去（ゆ）く．

河伯山神饗君処 河伯 山神 君を饗する処，

船臻荒井浪尤融 船は荒井に臻って浪尤も融（やわら）ぐ．

韻字，東・融（平声東韻）．

【作詩状況と学習の特徴】

〇 殿の江戸へ出立なさるのをお見送りをする時に，漢詩を贈呈するのである．儀礼的ではある

が，そういう詩作が出来るほどにレベルが上がってきていると言うことである．
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３．６ 『汲古窟詩集』について

①書名，『汲古窟詩集』

②巻数，一巻．

③冊数，一冊

④著者名，不詳．

⑤編者名，不詳．

⑥出版地，無し（出版せず）．

⑦出版者，無し（出版せず）．

⑧出版年月日，無し（出版せず）．

⑨丁・頁数，六十五丁．

⑩写真数，無し．

⑪体裁， 和装袋綴．毛筆写本．

（表紙中央に「詩稿」，その下に二行で「天保甲辰」（一八四四年），左下隅に「汲古窟」と

記す．本文巻頭に「汲古窟詩集」と記す．）

⑫大きさ，縦２３．５㎝×横１５㎝

⑬帙の有無，無し．

⑭所蔵者，青柳宗和氏．

⑮作者履歴，（省略）

⑯所蔵作品表，（後に掲げる）

⑰巻頭作品または代表作品（後に掲げる）

⑯所蔵作品表

全部で２５３作品を収めている．

合

計

松

濤

合

計

琴

岳

合

計

松

堂 言句

作
者
名

４ ８３１７８１９３２４５ ４

五

言

詩

３

１４
４０
２０６

１４

４１
５９
８７
１１４

１２４
１２９
１３７
１５５

１７０
２１１
２１９
２２６

２３５
２４４

１１

４
３６
９０
９６

１４１
１５４
２０３
２１０

２１２
２２４
２４３ ８

２ １６２２０４ １２

１ ２１８ １６

１ ２５０ ２６

７ １４ １５ 合計

２４

５
１０
１７
２８
６３
７４

９５
９９
１０９
１２１
１２２
１３１

１４２
１４８
１６６
１７３
１８５
１８９

１９９
２０９
２３７
２３８
２４６
２５２ ２２

１６
４５
４６
４７
４８
４９

５０
５１
５２
５３
８２
８８

９２
１０８
１１２
１１８
１２３
１２５

１６４
１９２
１９８
２５１

２３

１
２
１５
７６
７７
１０７

１１１
１２６
１２８
１３５
１４０
１４６

１５０
１５９
１６０
１６１
１６３
１８２

１８４
２０５
２３３
２３４
２４２

４
七

言

詩
２

９４
１２７

６

２６
７５
７８

９７
１８８
２１３ ７

８９
１１３
１３６

１６９
１７６
２０２

２２５
８

１ ８１ １０

１ ５８ １２

２６ ２８ ３２ 合計

３３ ４２ ４７ 総合計

『汲古窟詩集』所収詩作者別・詩体別一覧表

合計欄は詩数（首）を示す。他は作品番号である。
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合

計

龍

山

合

計

鹿

川

合

計

誠

園

合

計

松

堂 言句

作
者
名

１ ２４９ ４

五

言

詩

４

２１７
２２２
２４１
２５３ １

４３

６

２０
６５
６７
１０２

１５１
１５３

１

２１５

８

１２

１６

２６

５ １ ６ １ 合計

１４

１８
３０
６２
１４９
１６８
１７５

１８０
１８７
１９２
１９５
２０１
２０８

２３０
２４８

１４

４４
７３
１１５
１３０
１４３
１４７

１６５
１７１
１７２
１７７
１８３
２２０

２２７
２３６

１１

２２
６４
６６
７１
７２
１０３

１０４
１０６
１１９
１２０
１５２

２９

６
７
８
９
１１
１２

１３
２４
２９
８０
８４
１００

１１０
１１６
１３２
１３９
１４５
１５７

１６７
１７４
１７９
１９０
１９４
２００

２０７
２２１
２２８
２４０
２４７

４
七

言

詩
８

２７
６０
７９

９３
９８
１３８

１５６
２１４

７

３
２１
６８

６９
７０
１０１

１０５
８

１０

１２

１４ ２２ １８ ２９ 合計

１９ ２３ ２４ ３０ 総合計

合

計

合

計

聯

句

合

計

盤

山

合

計

松

峯

合

計

麟

友

合

計

松

渓

合

計

東

窓

合

計

浩

斎

合

計

松

堂 言句

作
者
名

５ ４

五

言

詩

４４ ２

３９
５６

１

２２３

１

２１６

８

２ １２

１ １６

１ ２６

５３ １ １ 合計

１６３ １

６１

１

９１

３

２５
３８
５５

３

３７
５７
８５

４

４２
５４
８６
１４４

２

２３
２３１

１２

１９
３１
１１７
１３３
１３４
１５８

１８１
１８６
１９６
１９７
２２９
２３９

４
七

言

詩
３５ ４

３２
３３
３４

３５

１

２３２
８

１ １０

１ １２

２００ ４ １ １ ３ ３ ４ ３ １２ 合計

２５３ ４ １ ３ ３ ３ ４ ４ １３ 総合計
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⑰巻頭作品

甲辰大小（二首の第一首） 松堂

大竜正有二鬚分 大竜は正に有す 二鬚の分，

四足能踏六気雲 四足は能く踏む 六気の雲．

十八公煙脳麝墨 十八の公の煙は 麝を悩ます墨にして，

始昼極好揮千軍 始めて昼に極めて好く千軍を揮ふ．

韻字，雲・軍（平声文韻）．

【作詩状況と学習の特徴】

〇 天保甲辰（西暦一八四四年）は十二月二日に弘化元年になる．詩集は元旦から冬まで一年間

の作品がが集められている．連句も四回行われており，藩主以下，作詩の勉強に熱心であった

ことが窺われる．

３．７ 『進徳詩集』について

①書名，『進徳詩集』

②巻数，一巻．

③冊数，一冊．

④著者名，無し．

⑤編者名，無し．

⑥出版地，無し（出版せず）．

⑦出版者，無し（出版せず）．

⑧出版年月日，無し（出版せず）．

巻頭に，弘化丙午三年（一八四六）四月二日開筵なりとの注記有り．

⑨丁・頁数，五十六丁，五十四頁．

⑩写真数，無し．

⑪体裁，和装 袋綴．ペンによる筆写である．

⑫大きさ，縦２７．５㎝×横２０㎝．

⑬帙の有無，無し．

⑭所蔵者，福井大学図書館．（分類番号・・Ｈ９９１，SIN）

（「福井師範学校女子部図書」の蔵印があるので，女子部の学生が筆写したものと思われ

る．）

⑮作者履歴，（省略）

⑯所蔵作品表，（後に挙げる）

⑰巻頭作品（または代表作品）（後に挙げる）．

⑯所蔵作品表

全部で４２４作品を収めている．
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合

計

琢

堂

合

計

可

堂

合

計

春

渓

合

計

耕

山

合

計

蘆

園

合

計

琴

石

合

計

松

堂 言句

作
者
名

１８５１９４
（１６句） 句 四

言
詩２ 合計

１
５６ ４句

五

言

詩

１
２２

３
１９５
２３２

３７３
１

１ ８句

１
１０６４・８句

以外

１ １ ３ ２ 合計

９

７
１６
５２
７５
１１５
１１６

１６１
１７６
２２１

１３

６
３６
５３
７６
１０４
１３０

１５０
１５９
１７５
１９１
１９９
２１９

２７８

１０

５
１７
３４
５５
７９
１１４

１３３
２７５
２８３
３０５

３０

４
１９
２１
３５
５４
６３

６４
７７
１０１
１１９
１２４
１３６

１４２
１４３
１６２
１７４
２００
２１８

２６１
２８０
２９７
３０３
３０７
３１８

３２６
３４２
３５０
３５８
３５９
３７５ ２１

３
１５
３３
６２
７４
８８

１１３
１３２
１４６
１５８
２２５
２２６

２２７
２２８
２４８
２６２
２７７
２９６

３０８
３１６
３２８

２６

２
２９
１３１
１４４
１７０
１８７

２０６
２１４
２４４
２７２
３０２
３１２

３２４
３３５
３３６
３４０
３４６
３５６

３５７
３９２
３９７
４０１
４０２
４０９

４１８
４１９

５

２６
５９
８２
９７
１３９

４句 七

言

詩
１

３６０
７

９８
１５４

２５８
２８４

２９０
３６５

３８０
４

６０
１２１

２１３
４０８ ８句

４・８句
以外

９ １３ １０ ３１ ２１ ３３ ９ 合計

９ １３ １０ ３２ ２２ ３６ １３ 総合計

合

計

鳴

鶴

合

計

帰

山

合

計

菊

川

合

計

勤

斎

合

計

文

豹

合

計

東

涯 言句

作
者
名

４
１６８
（４句）

１８６２０５２１２ １９４
（１６句） 句 四

言
詩１ 合計

１
３３４

１
３２１

１
１８３ ４句

五

言

詩

２
６６
２５６ ６

２８
５０

８４
１１０

３６７
３８２ ３

８５
８６

１２２
２

１４
４２ １ １０

２０
２５

４８
６８

１０９
１１１

１５１
２６６

３１１
３８１ ８句

１
４６

（１２句） ２
３９

（２０句）
１５３
（３０句）

４・８句
以外

３ ７ ３ ２ １ １３ 合計

１４

３０
４４
４５
８０
１２９
１７２

１８１
１８９
１９７
２１０
２５７
２６０

２７３
２８７

２８

２７
４９
７０
７１
７２
７３

９２
１００
１２３
１２８
１４０
１４１

１７１
１８０
２１５
２３４
２４５
２７１

２８５
３００
３１９
３４７
３７２
３９６

４１４
４１６
４１７
４２４

１１

１８
５１
６１
７８
９１
１２０

１３７
１４８
３８６
３９３
４２０

４

１３
４０
４１
５７

３１

１１
１２
３２
１３５
１４７
１６０

１７３
１９２
１９３
１９８
２０８
２１７

２３３
２３８
２４７
２５０
２６５
２７０

２８８
２９１
３０４
３２０
３２５
３４１

３５１
３６４
３６９
３７９
３８４
４０７

４１０

４０

８
９
１０
３７
３８
４７

６７
６９
８１
９０
９３
９４

９５
９６
１１２
１１７
１１８
１２５

１２６
１２７
１３８
１５２
１７７
１８２

１９０
２１１
２２４
２４９
２８１
２８２

２８９
３１０
３２９
３４９
３５２
３５３

３５４
３９８
４０３
４１１ ４句 七

言

詩
４

１５５
１５６

２３０
２６８ ８

２４
９９

１０７
３３０

３３７
３７１

３９０
４００ ３

２３
４３

８７
１３

５８
８９

１０２
１０８

１６３
２３１

２９８
３３３

３３９
３６６

３７０
３９１

４１５ ８句

１
６５

（２０句）
４・８句
以外

１８ ３６ １４ ４ ３１ ５４ 合計

２１ ４７ １７ ６ ３３ ６７ 総合計

『進徳詩集』所収詩作者別・詩体別一覧表

鯖江藩における「漢詩」学習の研究

―６３―



総
合
計

合

計

斗

�

合

計

澹

斎

合

計

致

堂

合

計

柳

塘 言句

作
者
名

７ 句 四
言
詩合計

２７ １
２０２

１
１８４
（？）４句

五

言

詩

３４ ８句

４
４・８句
以外

４２ １ 合計

３０６ ３

３７６
３８５
３９５

６

２４１
２９２
３０６
３１３
３７４
３８３ １６

２０９
２２０
２３５
２３９
２５２
２６４

２７６
２９３
３２２
３２７
３４５
３６３

３７７
３８７
４０５
４２２

５

３４８
３５５
４１２
４１３
４２１

４句 七

言

詩
４５ ３

２９９
３３２

３３８ ８句

１
４・８句
以外

３５２ ３ ６ １６ ８ 合計

４２４ ３ ６ １７ ９ 総合計

合

計

溪

村

合

計

清

庵

合

計

緑

水

合

計

竹

亭

合

計

古

香

合

計

復

堂

合

計

龍

山

合

計

竹

圃 言句

作
者
名

句 四
言
詩合計

８
１６７
２０４

２４２
２５５

３２３
３８８

３８９
４０６ ３

１６６
２２３

２３６
５

１６５
１７８

２０１
２２２

２３７
５

１６４
１７９

２０３
２４３

２５４ ４句
五

言

詩

１
１０３

１
８３

４
１０５
１５７

１９６
２６９ ８句

４・８句
以外

３ １ １ 合計

９

２５３
２６７
２７４
２９４
３１７
３３１

３４３
３６１
４０４

１１

２４０
２５１
２６３
２７９
２９５
３０９

３１４
３１５
３４４
３６２
３７８

１

１４５

１３

３１
１３４
１４９
１８８
２０７
２１６

２４６
２５９
２８６
３０１
３６８
３９９

４２３

４句 七

言

詩
２

１６９
２２９ ８句

４・８句
以外

９ １１ １ １５ 合計

８ １２ １６ ５ １ １ １ １９ 総合計

（注）�合計欄以外の数字は作品番号である。番号は前川が詩集の最初の作品から順に付けたものである。
�作者名は詩集に初めて出て来た順に配列している。
�「公○○宿題」「公席題○○分韻」と記す作品、及び「公」はなく「席題分韻」だけ記し、姓名のない作品も、松堂公
の作品として分類した。
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⑰巻頭作品

巻頭には「進徳詩集」の下に「弘化丙午四月二日開筵」の注記がある．

松堂公宿題 松堂公の宿題

花園吟詩 禁酒字 花園にて詩を吟ず．酒の字を禁ず．

直依休沐地 直ちに休沐地に依り，

冀足慰窮途 窮途を慰むるに足るを冀ふ．

憔悴無浮躁 憔悴するも浮躁無く，

流人在甌臾 流人は甌臾に在り．

花飛鳩払羽 花は飛び鳩は羽を払い，

池転鯉呈珠 池に転ずる鯉は珠を呈す．

詩句発濃愁 詩句は濃愁より発し，
いたづら

道消心息徒 道消え心憩ふも徒なり．

＊この作品には筆写の際の文字の誤写があるかもしれない．

【作詩状況と学習の特徴】

〇 以下に開筵の月日を記す．月日だけ書いてある日は詩会が開かれて新しい題（席題）が出さ

れて詩作をしている日である．宿題を集めない日でもある．しかし，その日に宿題が出されて

いるのが普通である．「集」という日は，松堂公の宿題を集めている日である．

〔 〕内については詳細不明．

弘化丙午（一八四六年）四月二日開筵，四月十二日集，四月二十二日集，五月二日宿題，（丙

午端午進徳館集分韻），五月十二日集，五月二十六日延会，〔閏五二日終会〕，閏五月十二日，閏

五念六集，六月二日集，六月十二日集，六月二十二日集，七月二日集，七月十二日，七月二十二

日集，八月二日集，八月十二日集，八月二十二日集，九月十二日集，九月二十二日集．

この詩集には，四百三十首に及ぶ作品が記録されている．これを見ると，規則通りに「二の日」

に詩作に励んでいたことが分かる．藩公自らが率先して詩作し，宿題を出し，藩士を鼓舞し指導

していたのである．

４．まとめ

藩主は，比較的地位の高い藩士に対して，自ら詩会を主催し，宿題を出し，ときには添削や批

評をしたりしている．また，藩士の中の実力のある人物，例えば藩校の教授などには批評をさせ

てもいる（『吟草』）．

一方で，藩校の教授には，別の詩会を主催させたり，指導をさせたりしている（『詩稿』）．

詩作の主題としては，中国の作品を模範として，その詩の題や韻字を使って作品を作ったり

（『吟草』），季節に沿って，詩の題を指導者が自由に決めて創作したりしている（『詩稿』，そ

の他）．

また，詩形は，近体詩で，五言絶句，五言律詩，七言絶句，七言律詩が主である．また，他に

連句を試みている（『汲古窟詩集』）．更に，一例だけが見られる，「闘句」という句の優劣を

競うかなり高度な遊びもしている（『鯖江詩稿之写』）．

藩校で決められた詩文を学ぶ日（二の日の午後の詩文会）などに，藩公以下，藩士たちも熱心

に漢詩を作ったことが，『進徳詩集』などに詳しく記されている．上に述べたこれらの漢詩集に

鯖江藩における「漢詩」学習の研究
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よって鯖江藩の漢詩学習の状況が明らかになったのである．

参照文献

１）�江市史編纂委員会 『�江市史 通史編』 上巻 第六節 近世の文化

（７１８頁～７２９頁） �江市役所 平成五年三月十日発行を参照．

詳しくは，『�江市史』資料編 別巻 地誌類編の「越前鯖江藩学制」や『日本教育史資料』の

「鯖江藩」の箇所，などを参照．

２）�江市史編纂委員会 『�江市史 通史編』 上巻 第六節 近世の文化

（７１８頁～７２９頁） �江市役所 平成五年三月十日発行を参照．

３）「闘句の表」について説明する．説明の便宜上，右から順番に番号を付ける．

１，唐人．２，東涯．３，雪斎．４，鳴鶴．５，学橋．６，唐人．７，雨山．８，同（雨山）．９，

東涯．である．次に，句の下の判定を集計する．頭と尾は判断無し．１，無し．２，学と鳴が佳．３，

学，鳴，東，唐が劣．４，判断無し．５，五人共に劣．６，五人共に佳．７，学が佳，鳴と東が劣．

８，学，鳴，東が佳．９，判断無し．ということであろう．

会の幹事は雨山である．七言絶句を作り，穆斎に批評を乞うている．訓読をする．

「翠竹は烟を籠めて葉陰は清く，渓に満つる雲影は茅盈に暗し．香尽き眠りより覚むるも猶ほ起く

るに懶く，枕に響く松の濤は雨の声を半ばにす．睡より起き偶々題し呈す．穆斎老君へ，雨山樵夫拝

し，伏して乞う，正斧を．」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

仁愛大学開校の年から非常勤として勤めさせて頂いている．このたび拙稿を掲載して下さり，関係各

位に感謝いたします．２００８年１１月６日記．
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